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今回の熊本地震について、全国市長会からの要請により平成２８年６月１日

から３０日までの１か月間、当市の税務課から熊本市に２名派遣することと 

なり、私は前半の６月１日から１５日まで、地震で損壊・倒壊した家屋の被害

認定調査業務に従事しました。 

 

家屋の被害認定調査は、外観から被害を判定する「１次調査」と、その内容

に不服がある場合に、住人の立会いのもと、家屋の内部も調査対象として判定  

する「２次調査」に分かれます。 

派遣前の情報では業務内容は２次調査となっていましたが、１次調査の件数

が想定よりも多く６月１日から６日６日までは１次調査が割り当てられました。 

 

被害判定は、程度の軽いほうから、「被害なし」「一部損壊」「半壊」「大規模

半壊」「全壊」の５段階に分かれています。 

私が調査した家屋（６日間で約 100 件程度）については、１次調査では一部

損壊の割合が最も多く、次に半壊、大規模半壊と続きます。今回の地震で、   

被害なしとなる家屋はほとんどなく（瓦屋根の落下や、基礎・外壁などのひび

はほとんどの家屋にある）、また、１次調査の段階では外観からの判断となる  

ため、全壊と判断できる家屋もほとんどありませんでした。 

 

６月７日からの２次調査では、１日当たり６件程度を調査しました。２次調

査には、住人の立会いが必要なため、住人に対して事前に連絡をした上で時間

の調整を行うため、１次調査のようには件数を多く行うことはできません。 

２次調査では、１次調査で一部損壊と判定された家屋が、大規模半壊や全壊

と判断されるケースも相当件数ありました。それほど、内部の損傷は激しく、  

床の大きな傾きや、屋根や壁のはがれ、二階へ上る階段が外れているものも  

ありました。 

 

また、被害の大きかった益城町や、大きく倒壊した宇土市役所などを訪れる

機会があり、地震の破壊力を目の当たりにしました。 

 

 

 調査は、通常３人一班体制で行いました。班長は熊本市の職員で、もう一人

は神奈川県の伊勢原市から派遣された職員でした。熊本市の職員は消防職で、



６月１日から３０日まで出向を命じられているとのことでした。また、伊勢原

市の職員は１週間ごとに交代で、延べ４人の派遣です。 

 担当地区は主に熊本市南区で、地震で液状化現象が多く発生した地区でした。 

電柱が沈んで大きく傾いてしまったり、道路のアスファルトが１００メートル

以上も崩れてしまったり、家屋の基礎が広範囲に割れてしまって住み続けるこ

とができないような場所もありました。  

  

２次調査の中で、住人の方に「北海道から来ました」と伝えると、「北海道   

からですか、ありがとうございます。熊本は暑いでしょう。遠いところから  

大変ですね。」とありがたいお言葉をいただきましたが、「地震で大変なのは、

熊本の皆さんのほうですから」というくらいのお返事しかできませんでした。 

  

家屋被害認定調査の結果に基づいて発行される「り災証明」の内容によって、

受けることができる支援・義援金等の額が変わってきます。そもそも、「り災  

証明」の発行を受けなければ、様々な支援を受けることすらできない場合も  

多くあります。 

 しかし、１次調査の内容に不服があり、２次調査を申し込む場合には、一度  

受け取った「り災証明」を返還する必要があるのです。 

１次調査では、住人の立会いを必要としないため、調査結果（り災証明の  

内容）は後日郵便でお知らせしていました。 

 これに対して２次調査では、住人と一緒に家屋内部を見て回り、調査終了後

すぐに班内で検討し、その場で判定の根拠や内容を説明の上、結果をお伝え  

しました。住人の方からは、「何をするにも、り災証明が必要だと言われていた」

「これでようやく前に進むことができます」との声が多くありました。 

  

この業務によって“私たちにしかできない支援”は、『調査を適正公平に実施

し、被災された方々の気持ちに寄り添った対応・説明を前提とした判定結果を

伝えることで、皆さんが復興へ向けた次のステップに進めるよう背中を押して

差し上げること』だと考えています。 

 

 

梅雨時期に入り、九州地方では大雨が続いていますが、これ以上の被害、  

災害がないことを願うばかりです。  



（1）１次調査（外観調査）の様子 

 
（2）２次調査（外観・内部調査）の様子 

 
（3）震源に近い益城町（熊本市の東側）の様子 

（4）庁舎が大きな被害を受けた宇土市役所（熊本市の南側）の様子 

 


